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2025年 11月 21日 

株式会社日本医薬総合研究所 

    

徳島文理大学 香川薬学部と共同でフォーミュラリ作成ワークショップ開催 
～自施設で活用できるフォーミュラリ構築プロセスを体験～ 

 

日本調剤グループで情報提供・コンサルティング事業を行う株式会社日本医薬総合研究所（本

社：東京都港区、代表取締役社長：橋爪 敦弘、以下：日本医薬総合研究所）は、臨床・教育・行

政に従事する薬剤師を対象に、フォーミュラリ作成の重要性や実践的プロセスを体験できるワー

クショップを、自治体・保険者・関係団体と連携して支援しています。 

 

2025 年 7 月 13 日、徳島文理大学 香川薬学部と共同で、フォーミュラリとは何か、その意義

や目的を理解し、自施設で作成するプロセスや活用方法を実践的に学ぶワークショップを開催い

たしました。 

 

1. 実施概要 

フォーミュラリ作成ワークショップ  

～自施設で活用できるフォーミュラリ構築プロセスを体験しよう～ 

 

日時：2025年 7月 13日(日) 9:00～12:00 

場所：徳島文理大学 高松駅キャンパス 

講師：株式会社日本医薬総合研究所 上田 彩 

ファシリテーター：徳島文理大学 香川薬学部 飯原 なおみ先生、天野 学先生、河崎 陽一先生、

冨田 淳子先生 

参加者： 

・徳島文理大学 香川薬学部の卒業生 

・近隣の病院や薬局に勤務する薬剤師 

※本ワークショップは徳島文理大学 香川薬学部の卒後教育講座として開催 

 

ワークショップで学べること 

 フォーミュラリの重要性と必要性 

 医療の質向上とコスト管理におけるフォーミュラリの役割 

 地域フォーミュラリの実装による医療費削減や病院経営への影響 

 自施設で活用可能なフォーミュラリ作成プロセス 

 推奨度決定手順と実践的な立案方法 

 効率的に医薬品情報を収集・評価する方法 
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2. 実施内容 

講義によるフォーミュラリの基礎知識習得に加え、個人ワーク・グループワークを通して、参

加者の自施設を想定したフォーミュラリ作成プロセスを体験しました。 

 

 個人ワーク：自施設の情報をもとに必要データを収集 

 グループワーク：「DOAC 薬効群グループ」と「SGLT2阻害薬薬効群グループ」に分かれて

標準フォーミュラリを作成、グループごとに発表 

 フィードバック：講師による講評と解説で理解を深める 

 

参加者は、自施設の採用薬を用いて臨床に即したフォーミュラリ作成を体験し、薬剤選択やコ

スト管理への理解を深めました。また、最新のガイドラインに基づく推奨や、有効性・安全性・

経済性などの観点を踏まえた「推奨度決定手順」に沿った薬剤の選定・作成を検討することで、

各施設の使用実績にとらわれることなく、各グループで活発に意見交換しました。 

 

日本医薬総合研究所 上田 彩による講義 

 

 

グループワークの様子

A班：DOAC薬効群グループ        B班：SGLT2阻害薬薬効群グループ 

  

C班：DOAC薬効群グループ        D班：SGLT2阻害薬薬効群グループ 
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3. 参加者の反応 

参加した薬剤師からは、 

「フォーミュラリ作成のプロセスを実際に体験できて理解が深まった」 

「自施設に応用できる具体的な手順を学べた」 

「地域フォーミュラリを進める上で、各医療機関との連携の参考になった」 

「自施設以外の考え方が学べてよかった」 

などの声が寄せられ、実践的学習を提供する機会になりました。 

 

日本医薬総合研究所では、今後も、地域薬剤師会・医師会・医療機関と連携した実地でのフォ

ーミュラリ活用・普及支援ならびに卒後教育の一環とした支援にも積極的に取り組んでまいりま

す。また、日本医薬総合研究所では、地域フォーミュラリ策定に向けて、処方状況の把握のため

の分析や、地域フォーミュラリのシミュレーション分析等も行っております。詳細情報をご希望

の方は、問い合わせフォームよりご連絡ください。 

 

【分析レポートについて】https://www.jpmedri.co.jp/category/topic/ 

処方箋情報・レセプト情報などの医療データをもとに、さまざまな医薬品市場の処方傾向の変化

を分析し、解析結果のレポートを定期的に配信しています。 

 

【株式会社日本医薬総合研究所について】 https://www.jpmedri.co.jp/ 

日本調剤グループ各社を通じて培った医療情報資源を基に、医薬業界の健全なる発展、成長に

寄与し、国民生活の向上に資する価値ある情報サービスを提供するために 2012 年 1 月に発足

しました。製薬・ヘルスケア企業、医療機関・保険者さま・保険薬局からのさまざまなニーズ

に応えるため、処方箋情報・レセプト情報をはじめとする各種医療ビッグデータを基盤に、

「医療の質の向上」、「医療費の適正化」、「国民の健康寿命の延伸」といった日本全体の医療課

題に貢献してまいります。 

 

【日本調剤グループについて】 https://www.nicho.co.jp/brand/ 

日本調剤グループは、すべての人の「生きる」に向き合う、という揺るぎない使命のもと、調剤

薬局事業を中核に、医薬品製造販売事業、医療従事者派遣・紹介事業、情報提供・コンサルティ

ング事業を展開する、多様な医療プロフェッショナルを擁したヘルスケアグループです。医療を

軸とした事業アプローチによる社会課題解決を通じて持続可能性を追求し、すべての人の「生き

る」に貢献してまいります。 

【本レポートに関するお問い合わせ先】 

株式会社日本医薬総合研究所 

TEL：03-6810-0812 FAX：03-5288-8692 

E-mail：soken-info@jpmedri.co.jp 

 

本レポートに関わる無断での引用、転載および複製は禁止します。 

当社は、本レポートの内容および閲覧者が本レポートを通じて得る情報等について、その正確性、

完全性、網羅性、有用性、最新性、適切性等、その内容について何ら法的保証をするものではあ

りません。 

本レポートの閲覧者による、これらの情報の利用により、万一何らかの損害や不利益等が生じて

も、当社は一切の責任を負いません。 
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